
ウルトラマンwithヒーロー　MARVELODYSSEY

ゼロナナ



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　　
光
と
は
な
ん
だ
?

　
光
は
宇
宙
が
闇
で
覆
い
尽
く
さ
れ
て
い
た
超
古
代
の
宇
宙
に
ど
こ
か
ら

　
と
も
な
く
現
れ
、
邪
神
を
倒
し
た
光
の
巨
人

　
邪
神
た
ち
か
ら
人
々
を
救
っ
た
後
は
、
肉
体
を
捨
て
、
光
の
姿
と
な
っ
て
星
雲

へ
と
帰
り
肉
体
を
山
の
奥
の
遺
跡
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中
で
石
像
に
姿
を
変
え
、
長

い
眠
り
に
つ
い
て
い
た
、そ
れ
か
ら
３
０
０
０
万
年
の
時
が
達
、邪
神
の
使
徒
、が

復
活
し
た
。
宇
宙
か
ら
来
た
光
、
彩
葉
優
也
と
一
体
化
し
て
復
活
を
遂
げ
た
。

　
シ
ン
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
見
た
ら
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
の
シ
ン
版
見
て
み
て

よ
ー
な
っ
と
同
時
に
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
も
書
き
て
ー
よ
と
気

分
が
湧
き
書
い
た
小
説
で
す
!
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ネ
オ
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ

　　　
ア
メ
リ
カ
、
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ

「（
ゴ
ル
ザ
に
メ
ル
バ
か
）」

　
左
目
に
眼
帯
を
し
た
壮
年
の
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
の
黒
人
の
男
性
が
部
屋
で
映
像

を
見
て
い
る
と
誰
か
が
部
屋
に
入
っ
て
く
る
。

「
誰
だ
!
」

「
ダ
ン
バ
ー
ス
!
」　
　

　
部
屋
に
戦
友
で
あ
る
、
星
条
旗
風
の
カ
ラ
ー
の
戦
闘
ス
ー
ツ
を
着
た
金
髪
の
無

表
情
の
キ
ャ
ロ
ル
・
ダ
ン
バ
ー
ス
が
あ
る
男
性
を
横
に
抱
え
部
屋
に
入
っ
て
き

た
。

「
ど
う
し
て
こ
こ
に
」　

「
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
地
球
、
私
達
で
も
対
処
で
き
な
い
史
上
災
厄
の
邪
神
が

目
覚
め
、
地
球
が
闇
で
覆
う
、
邪
神
を
倒
す
た
め
に
は
こ
の
男
の
力
が
必
要
に
な

る
」

「
邪
神
を
倒
す
た
め
に
も
、
こ
の
男
の
戸
籍
が
必
要
に
な
る
フ
ュ
リ
ー
な
ん
と
か

で
き
る
?
」

「
わ
か
っ
た
少
し
時
間
は
か
か
る
が
必
ず
準
備
す
る
」

　
カ
マ
ー
・
タ
ー
ジ

「
何
者
だ
、
誰
だ
!
」

　
魔
術
師
が
集
ま
り
、
修
行
す
る
場
所
カ
マ
ー
・
タ
ー
ジ
に
仙
人
の
よ
う
な
老
人

に
男
性
と
も
女
性
と
も
見
え
る
中
性
的
な
姿
の
茶
髪
の
青
年
が
現
れ
る
。
筋
肉

質
の
黒
人
の
魔
術
師
、
モ
ル
ド
が
警
戒
す
る
。

「
落
ち
着
き
な
さ
い
モ
ル
ド
私
の
古
く
か
ら
の
友
人
で
す
」

「
久
し
ぶ
り
、
ワ
ン
」

「
お
久
し
ぶ
り
で
す
エ
ン
シ
ェ
ン
ト
」

「
お
久
し
ぶ
り
で
す
ね
、
キ
ン
グ
、
テ
オ
ス
」

　
古
め
だ
硬
い
ブ
ー
ツ
を
履
き
、
黄
色
を
基
調
と
し
た
ロ
ー
ブ
と
フ
ー
ド
を
着
て

い
る
、
魔
術
師
中
で
も
っ
と
も
優
れ
て
い
る
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
の
魔
術
師
、

至
高
の
魔
術
師

ソ
ー
サ
ラ
ー
・
ス
プ
リ
ー
ム

の
エ
ン
シ
ェ
ン
ト
・
ワ
ン
が
仙
人
の
よ
う
な
老
人
の
キ
ン
グ
と
握
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手
を
す
る
。

「
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ロ
ー
ド
に
四
聖
超
人
!
」

「
ワ
ン
君
に
頼
み
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
き
た
」

「
邪
神
の
件
で
す
ね
」

「
話
が
早
く
て
助
か
り
ま
す
」

　
キ
ン
グ
の
次
に
テ
オ
ス
が
話
す
彼
は
指
パ
ッ
チ
ン
を
す
る
。
す
る
と
と
あ
る

ホ
ロ
グ
ラ
ム
映
像
ら
し
き
も
の
が
映
し
出
さ
れ
る

「
こ
の
青
年
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
」

　　
２
０
１
２
年
１
月

　
モ
ン
ゴ
ル
に
超
古
代
文
明
の
伝
説
に
出
て
く
る
巨
大
獣
類
種
、
通
称
巨
獣
、
超

古
代
巨
獣
ゴ
ル
ザ
出
現
、
同
時
期
に
超
古
代
飛
翔
巨
獣
メ
ル
バ
出
現
、
二
大
の
巨

獣
、
鉱
石
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
有
名
な
東
北
地
方
の
テ
ィ
ガ
の
地
に
向
か
う
こ
と
を

巨

獣

無

制

限

任

務

班

Ｇ
ｉ
ａ
ｎ
ｔ
　
Ｕ
ｎ
ｌ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
　
ｔ
ａ
ｓ
ｋ
　
Ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｄ

予
測
し
た
日
本
政
府
は

通
称
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
を
設
立

麦
村
明

ム
ギ
ム
ラ
メ
イ

道
方
・
Ｅ
・
凍
砂

ミ
チ
カ
タ
・
イ
ー
・
イ
ス
ナ

し
、
四
名
の
メ
ン
バ
ー
を
選
出
、
班
長

、
副
班
長

、
作

篠
哲
城

シ
ノ
テ
ツ
ジ
ョ
ウ

白
井
猗
美
馬

シ

ロ

イ

ア

ミ

マ

戦
立
案
担
当
官

生
物
学
担
当
官

に
よ
る
対
策
行
わ
れ
る

「
ゴ
ル
ザ
、
メ
ル
バ
あ
と
数
分
で
テ
ィ
ガ
の
地
に
到
着
す
る
班
長
」

　
軍
の
テ
ン
ト
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
る
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
達
の
一
人
の
目

が
青
く
黒
髪
で
貫
禄
あ
る
男
、
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
の
制
服
代
わ
り
の
ス
ー
ツ
を
着
て
い
る

道
方
・
Ｅ
・
凍
砂

ミ
チ
カ
タ
・
イ
ー
・
イ
ス
ナ

が
班
長
に
巨
獣
の
情
報
を
伝
え
る
。

「
了
解
、
哲
城
現
在
自
衛
隊
の
配
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
」

　
い
か
に
も
日
本
人
の
黒
髪
ロ
ン
グ
の
麦
村
明
が
黒
髪
で
貫
録
は
少
し
あ
る
が

そ
こ
そ
こ
若
い
篠
哲
城
に
聞
く
。

「
全
配
置
す
で
に
完
了
し
て
お
り
ま
す
」

「
哲
城
担
当
官
、
自
衛
隊
に
ゴ
ル
ザ
の
礼
の
こ
と
伝
え
た
か
」

「
ゴ
ル
ザ
の
マ
グ
マ
を
溜
め
込
む
習
性
な
ら
す
で
に
伝
え
た
あ
る
ぞ
」

　
高
身
長
の
七
三
わ
け
の
関
西
人
の
白
井
猗
美
馬
は
質
問
を
す
る
。

「
班
長
、
ユ
ザ
レ
か
ら
何
か
新
た
な
情
報
と
な
い
ん
で
す
か
」

「
な
い
わ
よ
」

「
そ
う
で
う
す
か
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
猗
美
馬
、
ユ
ザ
レ
っ
て
な
ん
だ
?
」
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「
哲
城
知
ら
へ
ん
か
い
な
」

「
去
年
の
年
末
ぐ
ら
い
に
テ
ィ
ガ
の
地
で
石
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
機
械
か
ら
発

見
さ
れ
た
機
械
ら
し
き
も
の
か
ら
出
た
ユ
ザ
レ
っ
て
い
う
超
古
代
の
人
物
の
ホ

ロ
グ
ラ
ム
映
像
が
流
れ
た
ね
ん
」

「
な
ん
や
超
古
代
の
巨
獣
が
現
れ
る
話
や
」

「
確
か
班
長
の
パ
ソ
コ
ン
に
デ
ー
タ
が
入
っ
て
い
る
は
ず
で
す
よ
ね
」

「
入
っ
て
る
わ
よ
」

「
こ
れ
よ
」　
　

　
明
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ユ
ザ
レ
の
録
音
デ
ー
タ
を
流
す
。

『
こ
れ
か
ら
先
、
超
古
代
文
明
の
闇
が
目
覚
め
ま
す
』

『
超
古
代
文
明
の
闇
は
世
界
を
自
身
の
闇
に
覆
う
で
し
ょ
う
』

『
闇
を
覆
う
の
防
ぐ
に
は
そ
う
』

『
こ
の
地
の
巨
人
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
』

優
也
ユ
ウ
ヤ

『
蘇
ら
す
方
法
は
宇
宙
か
ら
飛
来
す
る
光
、

が
巨
人
に
な
る
こ
と
』

　『
そ
の
巨
人
の
名
は
─
─
─
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
』

　
銀
髪
で
白
い
服
を
着
た
ユ
ザ
レ
が
会
話
が
テ
ン
ト
に
響
く
。

「
途
中
で
切
れ
ま
し
た
よ
」

「
こ
れ
で
全
部
よ
」

　
哲
城
問
い
に
明
が
答
え
る
。

「
確
か
３
０
０
０
万
年
前
で
し
た
よ
な
テ
ィ
ガ
の
地
の
伝
説
っ
て
人
類
史
上
最
高

ク
ラ
ス
の
オ
ー
パ
ー
ツ
で
す
よ
」

「
学
会
で
も
か
な
り
有
名
に
な
っ
て
る
み
た
い
だ
な
」

　
凍
砂
と
驚
い
て
い
る
哲
城
が
会
話
を
す
る
。

「
う
ん
?
も
う
す
ぐ
巨
獣
達
が
が
来
ま
す
!
班
長
!
」

　
テ
ィ
ガ
の
地

「
ギ
ャ
オ
ー
」

「
キ
ェ
ー
」

　
テ
ィ
ガ
の
地
に
全
身
に
岩
石
の
よ
う
な
硬
質
的
な
皮
膚
と
筋
肉
、
中
で
も
顔
の

外
側
か
ら
喉
元
を
覆
う
鎧
の
様
な
皮
膚
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
硬
そ
う
な

巨
獣
ゴ
ル
ザ
と
ド
ラ
ゴ
ン
と
鳥
を
掛
け
合
わ
せ
た
ゴ
ル
ザ
と
同
じ
よ
う
な
皮
膚
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で
、
大
爪
と
鋭
い
ク
チ
バ
シ
が
特
徴
の
メ
ル
バ
が
来
た
。

「
哲
城
担
当
官
!
、
戦
車
チ
ー
ム
に
戦
闘
機
チ
ー
ム
に
攻
撃
指
示
!
」

「
了
解
」

「
戦
車
チ
ー
ム
ゴ
ル
ザ
に
攻
撃
開
始
、
戦
闘
機
チ
ー
ム
メ
ル
バ
に
攻
撃
開
始
」

　
テ
ン
ト
が
慌
た
だ
し
く
な
る
。

「
キ
ェ
ー
」

「
ギ
ャ
オ
ー
」

　「
戦
闘
機
の
攻
撃
、
メ
ル
バ
は
避
け
て
当
た
り
ま
せ
ん
!
」

「
戦
車
の
攻
撃
、
ゴ
ル
ザ
に
は
一
切
効
い
て
い
ま
せ
ん
!
」

　
メ
ル
バ
は
空
に
飛
び
攻
撃
を
避
け
、
ゴ
ル
ザ
は
攻
撃
は
受
け
て
い
る
が
一
切
の

ダ
メ
ー
ジ
な
く
、
進
ん
で
い
る
、

「（
頑
丈
な
体
の
巨
獣
に
身
軽
な
巨
獣
ね
）
戦
闘
機
チ
ー
ム
に
催
眠
ガ
ス
兵
器
使
用

を
許
可
」

「
ぎ
ゃ
お
ー
」

　
ゴ
ル
ザ
の
額
に
熱
が
集
ま
る
て
い
く
。

「
大
変
や
、
班
長
!
ゴ
ル
ザ
の
額
か
ら
熱
反
応
あ
り
、
光
線
放
つ
気
で
す
!
」

「
鉄
条
担
当
官
!
戦
車
チ
ー
ム
、
戦
闘
機
チ
ー
ム
に
一
時
的
退
避
命
令
!!
」

「
了
解
!
」　

「
ギ
ャ
オ
ー
」

　
ゴ
ル
ザ
は
超
音
波
の
光
線
を
放
つ
。

「
ゴ
ル
ザ
超
音
波
の
光
線
を
放
ち
ま
し
た
!
テ
ィ
ガ
の
地
に
直
撃
し
て
も
う
た
、

班
長
!
テ
ィ
ガ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
３
分
の
２
崩
壊
し
ま
し
た
!
」

　
戦
車
チ
ー
ム
、
戦
闘
機
チ
ー
ム
が
対
比
す
る
と
、
テ
ィ
ガ
の
地
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

が
ゴ
ル
ザ
の
超
音
波
光
線
３
分
の
２
ほ
ど
崩
壊
し
ま
し
た

「
キ
ェ
ー
」

「
班
長
!
メ
ル
バ
が
大
地
に
降
り
立
ち
ま
し
た
!
」

　
メ
ル
バ
が
降
り
立
つ
。

「
副
班
長
地
雷
準
備
!
」

「
了
解
!
」

「
ギ
ャ
オ
!
」

4



「
キ
エ
ー
」　

　
ゴ
ル
ザ
達
は
地
雷
を
踏
ん
で
も
無
傷
で
進
ん
で
い
く
。

「
班
長
、
ゴ
ル
ザ
、
メ
ル
バ
、
地
雷
攻
撃
で
も
無
傷
で
す
!
」

　
凍
砂
は
班
長
に
結
果
を
言
う
。

「
な
ん
や
こ
れ
、
テ
ィ
ガ
の
地
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
突
如
発
光
し
ま
し
た
!
」

「
な
ん
で
す
っ
て
」

　
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
突
如
発
光
し
た

「
こ
れ
は
!
」

「
巨
獣
か
、
い
や
違
う
な
」　

「
な
ん
や
こ
れ
」

「
光
の
巨
人
!
」

　
凍
砂
、
哲
城
、
猗
美
馬
、
明
の
順
に
驚
い
て
い
く
。
大
胆
に
抉
ら
れ
た
形
状
の

頭
部
に
ク
リ
ス
タ
ル
が
あ
り
、
メ
タ
リ
ッ
ク
の
銀
色
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
と
水
玉
が

逆
に
な
っ
た
形
の
も
の
に
青
い
球
体
の
宝
石
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
あ
る
メ
タ

リ
ッ
ク
の
銀
色
の
ス
マ
ー
ト
な
体
型
の
巨
人
が
現
れ
る
。

「
巨
人
が
右
腕
を
動
か
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
ス
ナ
ッ
プ
し
ま
し
た
!
」

「
戦
車
、
戦
闘
機
、
光
の
包
ま
れ
消
失
!
」

　
巨
人
が
フ
ィ
ン
ガ
ー
ス
ナ
ッ
プ
す
る
と
、
戦
車
、
戦
闘
機
、
光
の
包
ま
れ
消
失

し
た
。

「
副
班
長
、
消
え
た
戦
車
、
戦
闘
機
の
行
方
は
わ
か
る
」

「
い
え
」

「
班
長
、
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
に
戦
車
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
き

て
ま
す
!
」

　
哲
城
の
パ
ソ
コ
ン
に
連
絡
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
れ
て
き
た
!

「
哲
城
担
当
官
、
内
容
す
ぐ
に
教
え
て
!
」

「
は
い
!
光
に
包
ま
れ
両
チ
ー
ム
こ
こ
か
ら
は
な
れ
た
自
衛
隊
基
地
に
転
送
さ
れ

た
そ
う
で
す
!
」

「
こ
こ
か
ら
ど
れ
ぐ
ら
い
で
来
れ
る
か
ら
連
絡
し
て
」

「
は
い
!
」

「
連
絡
き
ま
し
た
!
数
時
間
ほ
ど
か
か
る
そ
う
で
す
」

　
哲
城
は
す
ぐ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。
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「
班
長
、
巨
人
歩
き
始
め
ま
し
た
」

「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
紫
と
赤
の
光
が
放
っ
て
巨
人
の
体
を
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
ら
し
き

も
の
を
金
色
に
、
体
の
体
色
を
紫
と
赤
と
銀
に
し
ま
し
た
!
」　
　

　
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
紫
と
赤
の
光
が
放
た
れ
、
猗
美
馬
の
言
っ
た
通
り
の
体
色
に

な
る
。

「
軍
用
車
と
予
備
の
戦
闘
と
戦
車
は
」

「
戦
闘
機
と
戦
車
は
あ
り
ま
せ
ん
が
は
軍
用
車
は
大
丈
夫
で
す
」

　
哲
城
が
発
言
す
る
。

「
こ
れ
か
ら
、
現
地
に
直
行
し
ま
す
」

「「「
了
解
!
」」」

　
テ
ィ
ガ
の
地
に
明
達
は
向
か
う
。

「
到
着
し
ま
し
た
」　
　

　
テ
ィ
ガ
の
地
着
く
と
す
ぐ
に
明
達
は
降
り
る
。

「
い
や
近
く
で
見
る
と
す
ご
く
で
か
い
わ
５
０
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
や
ん
な
い
か
」

「
い
や
そ
れ
以
上
だ
ろ
猗
美
馬
」

　
猗
美
馬
と
哲
城
は
戦
闘
を
し
て
い
る
巨
人
の
高
さ
に
驚
く
。

「
班
長
、
あ
れ
よ
く
見
た
ら
、
テ
ィ
ガ
の
地
の
超
古
代
の
石
碑
の
超
人
と
言
わ
れ
た

巨
人
に
似
て
ま
せ
ん
か
」

「（
神
様
み
た
い
な
巨
人
ね
）
確
か
似
て
る
わ
ね
、
さ
し
ず
め
こ
の
地
現
れ
た
巨
人

の
名
は
」

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
」

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

「
ギ
ャ
オ
ー
」

「
キ
ェ
ー
」

　
ゴ
ル
ザ
達
は
歩
い
て
く
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
に
向
か
う
。

「
ギ
ャ
オ
ー
」

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
に
ゴ
ル
ザ
が
向
か
っ
て
く
る
が
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ

ガ
は
パ
ン
チ
さ
れ
る
。

「
キ
ェ
ー
」　

　
ゴ
ル
ザ
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
に
攻
撃
す
る
が
避
け
ら
れ
、
攻
撃
さ
れ
る
。

メ
ル
バ
は
い
つ
の
間
に
か
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
の
後
ろ
か
ら
攻
撃
し
よ
う
と
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す
る

「
キ
エ
ー
」

「
ギ
ャ
オ
ー
」

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
は
メ
ル
バ
に
回
し
蹴
り
を
し
、
体
色
の
紫
が
赤
に
塗
り

つ
ぶ
せ
れ
て
い
く
、
そ
の
ま
ま
、
回
転
し
も
と
の
向
き
も
ど
っ
て
瞬
間
赤
と
銀
だ

け
の
体
色
に
な
り
、
か
な
り
威
力
の
あ
る
パ
ン
チ
を
く
ら
わ
す
。

「
ギ
ャ
オ
!
」

「
ギ
ャ
オ
ー
」

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
と
ゴ
ル
ザ
と
の
取
っ
組
み
合
い
で
が
、
テ
ィ
ガ
方
が
優

勢
だ
。
メ
ル
バ
こ
っ
そ
り
は
る
か
上
空
に
飛
ぶ
。

「
ギ
ャ
オ
?
」

「
ギ
ャ
ア
!
」

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
は
ゴ
ル
ザ
を
両
腕
で
掴
み
、
ジ
ャ
ー
マ
ン
ス
ー
プ
レ
ッ

ク
ス
を
す
る
。

「
キ
ェ
ー
」

「
デ
ュ
ア
!
」　

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
は
空
か
ら
滑
空
し
て
く
る
メ
ル
バ
が
い
る
と
こ
ろ
に

飛
ぶ
。

「
キ
ェ
ー
」

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
が
メ
ル
バ
が
体
色
が
変
わ
る
紫
と
銀
だ
け
に
な
っ
た
、

そ
の
瞬
間
、
ペ
イ
パ
ー
コ
ー
ン
が
発
生
す
る
ほ
ど
ス
ピ
ー
ド
に
な
る
。

「
ギ
ャ
オ
ー
」

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
は
空
に
飛
ん
だ
あ
と
に
ゴ
ル
ザ
は
地
中
に
逃
げ
る
。

「
キ
ェ
ー
」

「
デ
ュ
ア
!
」

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
は
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
の
ま
ま
メ
ル
バ
の
は
顔
面
に
に
パ

ン
チ
す
る

「
キ
ェ
ー
」

　
メ
ル
バ
は
す
ご
い
速
度
で
地
面
に
落
ち
て
い
く
。

　
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

「
大
変
や
あ
の
ま
ま
落
ち
て
き
っ
た
ら
え
ら
い
こ
と
に
な
る
や
ん
」
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「
猗
美
馬
担
当
官
大
丈
夫
よ
」

　
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
が
上
空
見
つ
め
て
い
る
。
　

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
は
突
如
光
な
っ
て
消
え
た
。
す
る
と
テ
レ
ポ
ー
ト
と

し
て
地
面
に
移
動
す
る
。

「
デ
ュ
ア
!
」

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
は
空
中
に
浮
き
、
メ
ル
バ
を
受
け
止
め
る
。

「
キ
エ
ー
」

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
は
メ
ル
バ
を
投
げ
飛
ば
す
。
投
げ
飛
ば
さ
れ
た
メ
ル

バ
は
立
ち
上
が
る
。
す
ぐ
に
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
は
両
腕
を
胸
の
前
で
交
差

さ
せ
た
あ
と
瞬
時
に
左
右
に
伸
ば
し
て
か
ら
上
に
あ
げ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
約
。

両
手
を
左
腰
に
置
い
て
か
ら
右
腕
を
胸
の
前
で
水
平
に
伸
ば
し
て
、
青
い
光
弾
を

メ
ル
バ
に
め
が
け
て
撃
つ
。

「
キ
ェ
ー
ー
ー
ー
ー
」

　
メ
ル
バ
の
体
に
青
い
光
弾
が
当
た
る
。
メ
ル
バ
の
体
が
砂
の
よ
う
に
崩
壊
す

る
。

「
デ
ュ
ア
!
」

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
は
空
に
飛
び
ロ
ス
ト
す
る
。

　
そ
の
後
も
巨
獣
は
現
れ
る
、
某
遊
園
地
に
巨
大
な
蟻
地
獄
の
よ
う
な
巣
を
作

り
、
客
を
バ
リ
ア
で
監
禁
し
た
バ
リ
ア
巨
獣
ガ
キ
、
若
き
理
学
部
教
授
の
協
力
に

よ
り
、
バ
リ
ア
を
破
壊
、
そ
の
後
テ
ィ
ガ
が
現
れ
、
赤
き
姿
に
な
り
紅
の
光
流
で

倒
さ
れ
た
。

　
死
体
と
し
て
海
岸
に
つ
い
た
ゾ
ン
ビ
怪
獣
シ
ー
リ
ザ
ー
が
突
如
目
覚
め
、
動
き

出
す
。
白
井
猗
美
馬
の
生
物
学
観
点
に
よ
り
、
弱
点
を
発
見
し
、
篠
哲
城
の
立
案

し
た
誘
導
作
戦
の
よ
り
誘
導
さ
せ
、
弱
っ
た
瞬
間
暴
れ
突
如
現
れ
た
テ
ィ
ガ
に
よ

り
倒
さ
れ
る
。

　
海
上
都
市
の
極
秘
会
議
中
に
空
間
ご
と
支
配
し
、
監
禁
す
る
空
間
巨
獣
デ
シ
モ

ニ
ア
、
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
の
長
官
、
政
治
家
、
各
省
庁
の
人
間
、
自
衛
隊
を
閉
じ
込

彩
葉
裕
也

イ
ロ
ハ
ユ
ウ
ヤ

め
た
、
だ
が
、
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
青
年

が
、
政
治
家

達
を
逃
が
す
。
デ
シ
モ
ニ
ア
も
姿
表
し
た
、
そ
の
後
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
現

れ
、
倒
さ
れ
た
。
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彩
葉
優
也

イ
ロ
ハ
ユ
ウ
ヤ

　
そ
の
後
も

は
外
の
星
か
ら
来
た
人
達
、
外
星
人
レ
イ
ピ
ー
ク
達
が
起

こ
し
た
、
日
本
の
総
理
と
い
っ
た
、
こ
の
国
の
政
治
の
中
枢
に
な
う
も
の
達
が
縮

小
化
誘
拐
し
た
、
外
星
人
達
を
追
っ
て
い
た
の
で
、
監
禁
場
所
に
い
た
縮
小
化
し

た
総
理
た
ち
を
そ
の
場
あ
っ
た
機
械
を
い
じ
り
元
の
大
き
さ
に
戻
し
、
逃
げ
し

た
。
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
が
来
る
前
に
青
年
は
レ
イ
ピ
ー
ク
外
星
人
を
倒
し
た
、
だ
が
レ
イ

ピ
ー
ク
外
星
人
宇
宙
船
逃
げ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
人
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ

に
な
っ
た
テ
ィ
ガ
に
宇
宙
船
に
忍
び
込
ま
れ
、
宇
宙
船
ご
と
破
壊
さ
れ
た
。

　
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
は
外
星
人
対
策
と
科
学
に
よ
る
解
決
強
化
の
た
め
、
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ

彩
葉
裕
也

イ
ロ
ハ
ユ
ウ
ヤ

彩
葉
優
也

イ
ロ
ハ
ユ
ウ
ヤ

か
ら
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た

を
外
星
人
担
当
官

と
理
学

純
水
矢

ジ
ュ
ン
ミ
ズ
ヤ

担
当
官
、

と
入
る
の
は
二
人
よ
り
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
若
き
天
才

の
女
性
を
総
合
学
担
当
官
兼
分
析
官
を
ス
カ
ウ
ト
し
た
。

　
あ
の
日
か
ら
２
ヶ
月
後

『
超
古
代
文
明
巨
人
生
物
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
に
語
る
!
の
時
間
で
す
』

　
テ
レ
ビ
で
超
古
代
文
明
巨
人
生
物
こ
と
ウ
ル
ト
ラ
マ
ガ
の
番
組
が
流
れ
て
い

る
。

『
こ
の
番
組
で
は
超
古
代
文
明
巨
人
生
物
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
、
長
い
の
で

テ
ィ
ガ
と
呼
び
ま
す
』

『
テ
ィ
ガ
は
遊
園
地
に
あ
ら
わ
れ
た
バ
リ
ア
巨
獣
ガ
キ
、
静
岡
県
北
川
市
の
海
岸

に
悪
臭
を
放
つ
腐
乱
死
体
ら
し
き
も
の
と
し
て
漂
着
し
た
ゾ
ン
ビ
怪
獣
シ
ー
リ

ザ
ー
』

『
政
府
関
係
者
を
体
内
に
閉
じ
こ
め
た
空
間
巨
獣
デ
シ
モ
ニ
ア
等
、
そ
の
他
い
ろ

ん
な
怪
獣
を
倒
し
ま
し
た
。』

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
テ
ィ
ガ
が
初
め
て
現
れ
た
か
ら
２
ヶ
月
で
起
き
た
こ
と
を

説
明
を
始
め
た
。

『
２
ヶ
月
前
に
現
れ
た
テ
ィ
ガ
こ
と
ど
う
思
い
ま
す
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
の
リ
ー
ダ
ー
の
麦

村
明
さ
ん
』

『
こ
れ
は
私
の
主
観
的
な
考
え
テ
ィ
ガ
は
我
々
人
類
の
味
方
で
、
救
世
主
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
』

『
な
ぜ
そ
う
思
う
ん
で
す
』

『
テ
ィ
ガ
は
巨
獣
と
戦
う
さ
い
、
人
を
守
り
、
救
う
た
め
に
戦
っ
て
い
ま
し
す
。
私

達
も
何
度
か
助
け
ら
れ
ま
し
た
』
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『
助
け
ら
れ
た
な
か
で
テ
ィ
ガ
の
背
中
に
は
人
を
守
る
感
じ
ら
れ
ま
し
ま
し
た
』

『
な
る
ほ
ど
』

　
こ
の
番
組
を
見
て
る
地
球
外
の
者
た
ち
が
い
た

「
テ
ィ
ガ
が
救
世
主
」

「
お
っ
と
い
け
な
い
少
し
だ
け
感
情
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

　
異
次
元
の
使
者
が

「
ワ
レ
ワ
レ
の
デ
シ
モ
ノ
ニ
ア
や
っ
た
の
は
テ
ィ
ガ
か
」

　
銀
色
の
異
星
の
使
徒
が

「
あ
れ
が
テ
ィ
ガ
か
」

「
テ
ィ
ガ
か
」

　
別
々
の
場
所
で
青
き
も
の
と
赤
き
も
の
が
見
て
い
た
。

彩ア
ヤ

恋レ
ン

　
話
は
あ
る
ハ
ー
フ
の
銀
髪
の
小
さ
な
ポ
ニ
テ
の
女
性
、

・
ナ
ー
セ
・

の
視

点
に
変
わ
る
。

「
確
か
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
の
ビ
ル
は
こ
こ
の
は
ず
」

「
ナ
ー
セ
は
ん
こ
ち
ら
で
っ
せ
、」

　
ビ
ル
の
前
で
猗
美
馬
が
恋
を
待
っ
て
い
た
。
恋
達
は
ビ
ル
に
入
る
。

「
ナ
ー
セ
は
ん
、
こ
の
前
あ
っ
た
の
は
地
肩
先
生
の
調
査
の
話
だ
か
ら
、
何
ヶ
月
前

や
っ
た
か
な
」　

「
野
積
さ
ん
の
話
か
ら
５
ヶ
月
で
す
」

「
そ
ん
な
に
た
つ
の
か
、
つ
い
た
で
」

　
恋
達
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
部
屋
に
向
か
う
。

「
こ
こ
や
」

「
水
矢
、
あ
の
ゲ
ー
ム
ど
こ
ま
で
言
っ
た
?
」

「
い
ま
ラ
ス
ボ
ス
戦
中
」

「
何
仕
事
中
に
ゲ
ー
ム
の
話
し
と
ん
ね
ん
」

「
あ
、
痛
!
」

純
水
矢

ジ
ュ
ン
ミ
ズ
ヤ

　
イ
ス
に
座
っ
て
い
る
黒
髪
黒
目
の
今
ど
き
の
青
年
、
理
学
担
当
官
、

部

屋
に
入
っ
て
き
た
猗
美
馬
が
頭
を
叩
く
。

「
仕
事
中
に
何
く
つ
ろ
い
で
る
ね
ん
」

「
あ
た
!
」

　
人
は
愚
で
あ
る
と
ゆ
う
本
開
い
て
顔
に
か
ぶ
せ
て
イ
ス
に
座
っ
て
い
る
、
黒
髪
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彩
葉
優
也

イ
ロ
ハ
ユ
ウ
ヤ

の
天
パ
ー
の
や
る
気
が
な
さ
そ
う
な
男

も
叩
か
れ
る
。

「
猗
美
馬
さ
ん
、
そ
の
子
は
例
の
分
析
官
の
子
で
す
か
」　
　

「
そ
う
や
で
、
自
己
紹
介
し
と
き
」

「
理
学
担
当
官
、
純
水
矢
で
す
よ
ろ
し
く
」

「
ぐ
ひ
ー
」　
　
　

　
水
矢
は
立
ち
上
が
る
が
、
優
也
は
寝
付
い
て
し
ま
う
。

「
優
也
起
き
ろ
」

「
何
だ
、
水
矢
」

「
彼
女
に
自
己
紹
介
」

　
無
表
情
で
優
也
は
は
あ
く
び
を
し
な
が
ら
、
立
ち
上
が
る
。

「
外
星
人
担
当
官
、
彩
葉
優
也
で
す
」　

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「
総
合
学
担
当
官
兼
分
析
官
の
彩
・
ナ
ー
セ
・
恋
で
す
、
こ
ち
ら
か
そ
よ
ろ
し
く
」

　
優
也
達
は
握
手
を
す
る
。

「
彩
さ
ん
と
は
仲
良
く
な
れ
る
気
が
し
ま
す
」

「
私
も
よ
」　
　
　
　
　

　
優
也
と
恋
は
こ
の
出
会
い
が
運
命
の
出
会
い
で
あ
る
こ
と
に
は
ま
だ
気
づ
い

て
い
な
い
。
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ネ
オ
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
　
Ｗ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｆ
ｉ
ｒ
ｓ
ｔ
ｃ

ｏ
ｎ
ｔ
ａ
ｃ
ｔ

　「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
の
詳
し
い
つ
い
て
説
明
す
る
か
座
り
、
ナ
ー
セ
は
ん
」

「
了
解
で
す
」　

「
任
務
で
も
な
い
の
に
そ
ん
な
に
畏
ま
ら
な
く
て
え
え
で
」

　
自
己
紹
介
か
ら
数
分
後
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
の
説
明
が
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
。

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
は
超
古
代
文
明
の
石
碑
の
超
人
、
身
長
５
３
メ
ー
ト
ル
、

重
さ
２
５
９
７
ト
ン
」

「
体
色
は
紫
と
赤
と
銀
」

　
猗
美
馬
が
説
明
を
始
め
る
。

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
は
体
色
を
変
え
ら
れ
、
赤
と
銀
、
青
紫
と
銀
と
い
っ
た
姿

に
変
え
ら
れ
る
ね
ん
」

「
体
色
に
よ
っ
て
戦
闘
力
に
違
い
が
あ
る
、
水
矢
、
ナ
ー
セ
は
ん
例
の
映
像
見
せ

い
」

「
は
い
、
え
ー
っ
と
こ
れ
で
す
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
恋
は
猗
美
馬
の
指
示
通
り
水
矢
が
少
し
手
間
取
り
つ
つ
も
画
面
に
映
像
が
見

れ
る
よ
う
起
動
し
た
ス
マ
ホ
の
テ
ィ
ガ
の
戦
闘
映
像
を
見
始
め
る
。

　
数
分
後

「
ナ
ー
セ
は
ん
、
映
像
を
見
て
何
を
思
っ
た
?
」

　
猗
美
馬
は
映
像
を
見
終
え
た
恋
に
意
見
を
聞
く
。

「
紫
と
赤
と
銀
の
姿
は
バ
ラ
ン
ス
系
」

「
赤
と
銀
、
格
闘
系
、
青
紫
と
銀
、
ス
ピ
ー
ド
特
化
係
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
（
な
ん

か
、
テ
ィ
ガ
は
な
ん
と
な
く
戦
っ
て
る
気
が
す
る
け
ど
ま
あ
い
い
か
）」

「
…
」

　
こ
の
時
、
優
也
は
恋
に
一
瞬
だ
け
目
を
向
け
た
。

「
よ
ー
気
付
い
た
わ
、
流
石
１
５
歳
で
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
首
席
や
」

「
首
席
!
」
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猗
美
馬
の
発
言
に
優
也
が
顔
が
ほ
ん
の
少
し
ほ
ど
表
情
が
変
わ
り
、
驚
い
て
、

大
声
を
出
す
。

「
優
也
が
そ
ん
な
に
驚
く
な
ん
て
初
め
て
見
る
わ
」

「
猗
美
馬
さ
ん
本
当
か
」

「
ま
じ
や
」

「
彩
さ
ん
マ
ジ
」

「
本
当
で
す
」

「（
な
ん
か
嘘
く
さ
い
）」

　
恋
は
優
也
の
言
動
を
怪
し
む
。

「
話
戻
る
け
ど
、
テ
ィ
ガ
の
タ
イ
プ
の
名
称
は
あ
る
ん
で
す
が
」

「
特
に
な
い
で
」

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
私
つ
け
て
い
い
で
す
が
」

「
構
わ
な
い
で
」

「
紫
と
赤
と
銀
は
マ
ル
チ
タ
イ
プ
」

「
赤
と
銀
、
パ
ワ
ー
タ
イ
プ
、
青
紫
と
銀
、
ス
カ
イ
ダ
イ
ブ
で
ど
う
で
す
」

「
良
い
と
思
う
よ
」　

「（
何
言
っ
て
る
だ
俺
）」　

　　
優
也
は
恋
に
感
想
を
述
べ
、
そ
の
後
、
ス
マ
ホ
を
起
動
さ
せ
て
、
ス
マ
ホ
を
睨

み
つ
け
た
。
恋
は
少
し
喜
ん
だ

「
班
長
、
副
班
長
に
伝
え
と
く
わ
」

「
あ
の
ー
」

「
な
ん
や
、
水
矢
」

「
そ
の
、
班
長
達
か
ら
、
逃
げ
た
ゴ
ル
ザ
が
見
つ
か
っ
た
か
ら
、
霧
門
岳
に
急
行
せ

よ
と
連
絡
が
き
ま
し
た
」

　
水
矢
は
ス
マ
ホ
で
班
長
達
か
ら
連
絡
が
来
た
こ
と
を
伝
え
る
。

「
何
や
て
早
く
行
く
で
!
車
に
直
行
や
」

「「「
了
解
」」」

　
恋
達
は
軍
用
車
に
向
か
う
。

「
よ
し
」

「
彩
葉
さ
ん
ど
う
か
し
ま
し
た
?
」
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「
い
や
な
ん
で
も
な
い
」

「
そ
れ
よ
り
も
早
く
乗
る
ぞ
」

「
は
い
」

「（
危
な
!
バ
レ
る
と
こ
だ
っ
た
な
）」

　
優
也
が
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
を
い
じ
っ
て
る
の
を
恋
が
気
づ
い
た
が
、
す
ぐ
に

軍
用
車
に
乗
っ
た
。

　
数
十
分
後

「
自
衛
隊
、
大
佐
、
郷
京
介
で
す
」

「
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
、
生
物
学
担
当
官
、
白
井
猗
美
馬
で
す
」　
　

　
貫
禄
が
あ
る
三
十
代
後
半
の
男
性
、
郷
京
介
が
霧
門
岳
の
前
の
テ
ン
ト
あ
る
場

所
で
会
う
。

「
麦
村
班
長
、
道
方
副
班
長
、
篠
哲
城
担
当
官
は
既
に
テ
ン
ト
に
い
ら
し
ゃ
て
お
り

ま
す
」

「
わ
か
り
ま
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」　
　

　
猗
美
馬
達
は
テ
ン
ト
に
行
く

「
班
長
、
只
今
到
着
し
ま
し
た
」

「
早
か
っ
た
わ
ね
」

　
猗
美
馬
達
が
テ
ン
ト
に
つ
く
明
達
が
す
で
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座
っ
て
い
た
。

明
達
が
が
恋
の
近
く
ま
で
行
く

「
あ
な
た
が
恋
分
析
官
ね
」

「
私
は
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
班
長
麦
村
明
で
す
、
よ
ろ
し
く
」

「
副
班
長
の
道
方
・
Ｅ
・
凍
砂
だ
」

「
作
戦
立
案
担
当
官
篠
哲
城
で
す
よ
ろ
し
く
」

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」　

　
互
い
に
自
己
紹
介
を
す
る
。

　
数
分
後

「
今
、
ゴ
ル
ザ
は
マ
グ
マ
の
中
で
休
眠
中
、
後
、
数
十
分
後
目
覚
め
る
予
定
よ
」

「
マ
グ
マ
の
中
で
眠
る
強
靭
な
皮
膚
な
ら
、
自
衛
隊
の
攻
撃
、
効
か
な
か
っ
た
の
わ

か
る
で
」

「
ど
う
す
る
ん
や
、
哲
城
」

「
水
矢
が
考
案
し
た
作
戦
の
流
用
だ
が
、
消
火
剤
を
ゴ
ル
ザ
に
噴
射
し
、
皮
膚
に
ヒ
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ビ
を
入
れ
て
、
ヒ
ビ
か
ら
攻
撃
す
る
」

「
副
班
長
消
火
剤
の
準
備
は
完
了
し
ま
し
た
か
」

「
す
で
に
準
備
完
了
の
通
達
が
あ
る
」

「
光
線
攻
撃
を
放
っ
た
ら
厄
介
な
の
で
、
ヒ
ビ
か
ら
攻
撃
は
麻
酔
を
含
ん
だ
ミ
サ

イ
ル
攻
撃
し
て
ら
ど
う
で
す
哲
城
さ
ん
」

「
了
解
だ
水
矢
」

　
ス
ム
ー
ズ
に
ゴ
ル
ザ
完
全
討
伐
会
議
が
進
ん
で
い
る
。

「
麦
村
班
長
、
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
で
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
は
ど
う
あ
っ
か
て
ま
す
」

「
こ
ち
ら
に
手
出
し
し
な
い
限
り
、
攻
撃
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
る
」

「
触
ら
ぬ
神
に
祟
り
な
し
っ
て
や
つ
だ
よ
」

　
恋
の
問
に
優
也
が
答
え
る
。
　

「
麦
村
班
長
住
民
の
避
難
完
了
し
て
み
た
い
で
す
」

「
ち
ょ
っ
と
待
て
逃
げ
遅
れ
て
少
女
が
い
ま
す
、
俺
行
き
ま
す
」

　
優
也
は
逃
げ
遅
れ
た
少
女
を
助
け
に
行
っ
た
。

「
優
也
さ
ん
!
」

「
優
也
な
ら
大
丈
夫
だ
」

「
水
矢
さ
ん
ど
う
ゆ
う
こ
と
で
す
か
?
」

「
あ
い
つ
ア
メ
リ
カ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
全
員
ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
超

人
と
戦
っ
て
引
き
分
け
た
ら
し
い
」

「
ま
あ
本
当
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
「
大
変
や
、
ゴ
ル
ザ
が
目
覚
め
て
、
町
に
降
り

て
来
て
い
ま
す
」」

　
猗
美
馬
が
水
矢
の
発
言
を
遮
る
。

「
大
変
で
す
よ
ゴ
ル
ザ
の
熱
で
地
面
や
床
が
溶
け
て
ま
す
!
」

「
す
ぐ
に
攻
撃
を
準
備
を
し
ま
す
」

　
水
矢
、
哲
城
の
順
で
喋
る
。

「
班
長
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
が
出
現
し
ま
し
た
!
」

　
凍
砂
が
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
の
出
現
を
伝
え
た

「
こ
れ
が
」

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
」

　
恋
は
パ
ソ
コ
ン
に
映
る
ゴ
ル
ザ
と
対
峙
し
て
い
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
に

見
惚
れ
る
。
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ネ
オ
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
　
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ

　　
優
也
サ
イ
ド

「
よ
し
こ
れ
で
救
出
完
了
」

「
後
は
あ
い
つ
を
倒
す
だ
け
か
」　

　
優
也
は
少
女
を
救
助
し
た
あ
と
、
ゴ
ル
ザ
が
見
え
る
森
の
中
に
い
る
。

　
ピ
ピ

「（
ユ
ザ
レ
か
）」　

「（
出
会
っ
た
と
き
か
ら
、
こ
こ
ぞ
時
に
呼
び
出
す
わ
け
だ
）」

　
優
也
は
鳴
る
銀
の
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
た
、
そ
し
て
話
は
今
か
ら
数
ヶ
月
前
に

戻
る
。
　
　

　
優
也
は
数
ヶ
月
前
ま
で
こ
の
世
界
と
は
別
の
地
球
に
い
た
。
　

　
こ
こ
で
優
也
の
過
去
を
少
し
だ
け
語
ろ
う
。

　
彼
は
小
さ
い
頃
か
ら
、
親
の
醜
さ
、
子
供
の
醜
さ
、
世
間
の
醜
さ
。
と
い
っ
成

長
す
る
上
で
あ
ら
ゆ
る
闇
を
体
験
し
、
知
り
、
こ
の
生
活
の
中
で
彼
は
愛
と
い
う

も
の
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
そ
し
て
、
人
類
に
絶
望
し
、
人
間
に
飽
き
た
の
だ
、
人

希
望
光

の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
猿
、
獣
の
よ
う
に
退
化
し
、
人
間
と
う
ゆ
う
も
の

を

見
出
そ
う
と
し
な
い
、
そ
ん
な
あ
る
日
彼
は
宇
宙
に
行
け
る
チ
ケ
ッ
ト
が
当
た
る

く
じ
が
あ
た
り
、
宇
宙
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た

「（
地
球
は
き
れ
い
な
の
に
な
ん
だ
人
類
は
）」

「（
何
だ
あ
れ
隕
石
か
）」

　
優
也
は
不
思
議
な
隕
石
が
近
く
に
向
か
っ
て
く
る
こ
と
に
気
づ
く
。

「
嘘
だ
ろ
」

　
隕
石
が
近
づ
い
た
来
た
同
時
に
爆
発
し
た
。

　「
う
わ
ぁ
ー
」

　
優
也
は
謎
の
空
間
に
取
り
込
ま
れ
た
。

「
こ
こ
は
ど
こ
だ
」

「
目
覚
ま
し
た
か
」

「
私
は
ユ
ザ
レ
あ
な
た
を
こ
こ
に
連
れ
て
き
ま
し
た
」

　
優
也
は
謎
の
空
間
に
い
た
、
そ
こ
に
は
ユ
ザ
レ
が
あ
っ
た
。
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「
何
の
よ
う
だ
?
」

「
あ
な
た
に
あ
る
こ
と
を
頼
み
来
ま
し
た
」

「
あ
る
こ
と
?
」

　
優
也
は
疑
問
の
表
情
を
浮
か
べ
る
。

「
あ
な
た
は
こ
こ
か
ら
別
の
地
球
に
行
っ
て
あ
る
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た
い
ん
で

す
」

「
あ
る
こ
と
?
」

「
そ
れ
は
怪
獣
と
呼
ば
れ
る
存
在
と
邪
神
を
倒
し
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
」

「
こ
れ
と
い
っ
た
特
別
な
能
力
は
な
い
ぞ
」

天
上
人

セ
レ
ス
テ
ィ
ア
ル
ズ

「
あ
な
た
は

の
テ
ィ
ガ
の
遺
伝
子
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
」

天
上
人

セ
レ
ス
テ
ィ
ア
ル
ズ

「
こ
の
ス
パ
ー
ク
レ
ン
ス
を
使
え
ば
あ
な
た
は

に
な
れ
な
く
て
も
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
な
り
、
戦
え
ま
す
、
こ
の
ス
マ
ホ
別
の
地
球
で
の
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。
戦
い
終
え
た
後
は
ち
ゃ
ん
と
元
の
地
球
に
戻
し
ま
す
」

　
ユ
ザ
レ
は
優
也
な
ギ
リ
シ
ャ
の
神
殿
の
柱
の
よ
う
な
持
ち
手
の
上
に
金
色
の

縦
の
平
行
四
辺
形
の
物
体
が
左
右
対
称
で
く
つ
い
て
い
る
物
と
銀
色
の
ス
マ
ホ

を
渡
さ
れ
る
。

「
戦
っ
て
く
れ
ま
す
か
」

「（
ど
う
せ
や
る
こ
と
も
な
い
し
別
に
い
い
か
）」

「
い
い
よ
別
に
」

「
わ
か
り
ま
し
た
、
で
は
別
の
地
球
に
送
り
ま
す
」

　
そ
れ
か
ら
、
数
週
間
後

「
お
ら
!
」

「
あ
ぶ
!
」

「
ソ
ラ
!
」

「
こ
れ
で
し
ま
い
」

　
優
也
は
ボ
ク
シ
ン
グ
場
で
た
く
さ
ん
の
筋
肉
質
の
外
人
戦
い
勝
利
す
る
。

「（
数
週
間
ず
っ
と
こ
れ
だ
）」

「（
よ
く
わ
か
ら
ん
う
ち
に
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
に
メ
ン
バ
ー
さ
れ
、
英
語
叩
き
込
ま
れ

た
）」

「（
よ
く
わ
か
ら
ん
け
ど
力
が
倍
増
し
て
お
か
げ
戦
闘
力
も
上
が
っ
た
が
こ
の
戦

闘
の
毎
日
だ
）」　
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「（
や
ん
な
る
な
、
こ
の
前
の
ス
ー
テ
ィ
ブ
戦
以
来
つ
ま
ら
ぬ
戦
い
ば
か
り
だ
）」　

　　
優
也
は
ボ
ク
シ
ン
グ
場
を
去
る
。

「（
ユ
ザ
レ
か
ら
連
絡
か
）」　

「（
す
ぐ
に
日
本
の
テ
ィ
ガ
の
地
に
行
き
な
さ
い
か
）」

「（
行
く
手
筈
は
整
っ
て
い
る
の
か
）」

　
優
也
は
鳴
っ
た
ス
マ
ホ
を
確
認
す
る
。

「（
最
悪
の
場
合
、
長
官
に
有
給
取
れ
な
い
か
聞
く
か
）」

　
数
週
間
後
の
夜

「（
や
れ
や
れ
、
案
外
う
ま
く
行
っ
た
も
の
だ
が
）」　

「（
あ
れ
か
ら
す
ぐ
に
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
か
ら
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
に
移
動
な
っ
た
も
の
す
ご

い
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
）」

「（
日
本
に
来
た
か
ら
レ
イ
ピ
ー
ク
の
人
間
を
奴
隷
に
し
よ
う
と
す
る
精
神
、
政
府

役
人
の
自
分
だ
け
助
か
ろ
う
す
る
精
神
、
人
間
と
宇
宙
人
も
所
詮
は
人
か
）」

「（
人
は
人
に
し
か
な
れ
な
い
っ
て
こ
と
か
）」

　
優
也
は
夜
道
を
歩
い
て
い
中
で
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

「（
そ
う
い
え
ば
明
日
新
し
い
担
当
官
来
る
ん
だ
っ
た
）」

　
そ
し
て
話
は
現
在
か
ら
少
し
前
に
戻
る
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